
 

「運動会で身に付く力」 
                                               校長 佐藤  正和 

 
先日５月３０日に桃山小学校第６９回運動会を開催することができました。台風の接近もあり、

予定どおりに開催できるかどうか気をもむこともありましたが、当日は好天のもと、多くの保護者

や地域の方々にご参会いただき、運動会を無事に開催することができました。やや暑くもありまし

たが、酷暑、残暑の季節とは違ったさわやかな空気感の中、大きなけがや体調不良もなく、子ども

たちの全力でがんばる姿、たくさんの笑顔を見ることができました。 

 

子どもたちは、運動会をがんばりたいという思いをもちながら、 

この４月・５月を過ごしてきたように思います。準備を進めるにあ 

たっては、ダンスの振り付けや、入場・退場の仕方、係活動の役割 

など、覚えることもたくさんありました。そうしたがんばりもあっ 

て運動会を成功させることができましたが、成功の要因はそれだけ 

ではありません。運動会の成功に向けて、「よりよい運動会にする 

ためにはどうすればよいか」「協力して物事を進めるにはどう行動

すればよいか」「計画を立てて修正をしながら完成に近づけよう」など、一人一人が（子どもも大

人も）「生きる力」につながる大事な能力を意識し高めていったことが、運動会という大きな行事

に取り組んだ価値ではないかと思います。 

子どもたちが運動会を振り返った６年生のカードには 

 ・みんなに声掛けができるよう、練習でも声を出すことを心がけた。 

 ・下級生にちゃんと教えることをがんばった。 

 ・チームをまとめられるようにがんばった。 

 ・自分ががんばろうだけじゃなくて、みんなでがんばろうができた。 

といった感想が並んでいました。運動会を通して、振り付けや動きを覚えるだけではない、自分

の能力の高まりを実感している様子がうかがえ、とてもうれしく、また頼もしく思いました。６年

生だけでなく、１～５年生も、それぞれの自分の能力の高まりを感じています。授業や行事などの

次の取り組みへつなげていけるよう、子どもたちを支えていきたいと思います。 

運動会当日は朝早くからたくさんの皆様にご協力をいただきました。特にテントをお貸しいただ

いた大山町内会長はじめ桃山台町の皆様、テント設営や終了後の片付けも含め、お力をいただいた

保護者、地域の皆様、心より感謝申し上げます。桃山小学校は、こうして地域、保護者の皆様に支

えられているのだなとつくづく感じます。本当にありがとうございました。 

                                熱海市立桃山小学校  

                                   学校だより 

令和６年６月３日 

文責：中田健太郎 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
令和６年度学校教育目標 

  「夢に向かって、 
      全力でチャレンジする子」 
  重点目標 

  「気づき､考え､判断し､行動する子」 

  「思いやりの気持ちを伝える子」 
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・６月の校納金振替日は、６月２７日（木）です。引き落としができますよう、残高確認 

 をお願いします。 

・５月３１日（金）に、熱中症予防に関するお便りを配布しました。水筒などの持ち物や 

服装などについて詳しく書かれていますので、お子様と一緒に確認をお願いします。 

【お知らせ・お願い】 

第６９回 

運動会 
～SNAPSHOT～ 

天候が心配されましたが、今年度も無事運動会を行うことができました。練習から本番

まで、自分で気づき、考え、判断し、行動する姿がたくさん見られ、これからの学校生活

につながるたくましい力を身に付けることができました。応援ありがとうございました。 

 ５月１４日（火）に第二小学校を会場

にして演劇教室が開催されました。 

演目は「おはなしレストラン」、自分

たちも夢に向かってがんばろうと思える

お話でした。 

 ５年生の総合的な学習の時間で「アー

スキッズチャレンジ」に取り組んでいま

す。体験や調査、調べ学習を通して、身

の回りにある環境問題について考えてい

きます。 


